
景観形成方針の検討 景観形成基準の検討 

・３階まで

・建物の高さの特例を考える。
・営業施設の容積率・建ぺい率を定

める。

・後退線（緑地程度）について検討
が必要。

・ロータリーの建物は隣とくっつい
ている。

・無電柱化整備中
・お客様を迎えるためのおもてなしが大事
・強い縛り (基準 )が必要

・原色はＮＧ
・色はある程度限定・統一していく

・和田野は黒の外壁が増えている

・落雪への配慮（隣地との距離）

・イメージ湧かない

景観形成方針の検討 景観形成基準の検討 

・工作物は環境色を使用し、周
辺になじませる。（共通事項）

・道祖神など歴史的な資源・文化について位置
づける。

・神社やお堂、石仏これらが一体化した農村文
化の上でこの地域の景観がつくられている。

・地域の過疎化により、手を
かけられなくなってくるこ
とに対しての対応が必要。

・看板の管理について村との
関わり方を明確にする。

・田園地域は、建物の立地など開発されやすい
地域であることから、はっきりと数値で示す。

・地元の人は言わずと配慮するが、地元外の人
は周囲との調和を考えないので、基準の明示
は必要。

・屋根の形状は示さない。(共通 )

・アルプスがどこから見えるのかによって変
わるのではないか。

・建物の高さを高くしてでも、建物の数を減
らす方が景観上良いのではないか。

・隣地との距離（落雪への配慮）

・山の写真を撮る際に写らないよう配電・
融雪設備などの配置に配慮する。

・「しつらえ」の基準で、西エリ
アだけ青が使用できない。検討
を要する。・切妻など屋根の形状は示さない。

・スキー場から下を見る景色も大切。村全体であ
る程度の統一感が必要

・池田町のエリアを限定した取り組みも考える
・自然環境（空間的）と生活文化歴史（時間的）

を楽しめる２つの景観について全体に位置づけ
る

・雪のために１階を高くする場合への配慮

・雪のために１階を高くする場合への配慮

・どこからでも白馬連山が見える、スカイ
ラインを切らないこと。

・意匠・形態は、建物の正面からだけでな
く、四方を考える。

・白地地域の形態規制の見直し

【共通事項】
【そ  の  他】

第３、４回策定委員会でのワークショップの成果
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景観形成方針の検討 景観形成基準の検討 

・道路軸区分要検討
　Ａはオリンピック道路や国道148号
   →おもてなし感が必要

・道路軸区分要検討
　Ｂは東の集落へ入る道や黒菱林道
    →古き良き風景

　削除

・イメージ湧かない

・斜線制限検討

・道路軸ごと高さの使い分け

・和田野エリアの道路沿い 
   →2階か5階
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■１グループから出た意見

■２グループから出た意見


